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３
０
０
０
を
超
す
署
名
や
行
動
が

３
０
０
０
を
超
す
署
名
や
行
動
が

　
　
前
進
回
答

前
進
回
答
を
引
き
出
す
！

を
引
き
出
す
！
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10
月
15
日
の
第
１
回
団
体
交
渉
を

皮
切
り
に
、
11
月
14
日
の
最
終
団

交
ま
で
（
掲
示
内
容
は
闘
争
情
報

　

11
月
14
日
、
最
終
団
交
で
行
政
職
３
級
等
に
在
級
す
る
職
員
の
期
末
・

勤
勉
手
当
の
改
正
、
再
任
用
制
度
の
改
正
、
臨
時
職
員
の
賃
金
額
の
改
定
、

正
規
の
子
の
看
護
休
暇
制
度
の
改
正
・
臨
時
職
員
及
び
嘱
託
員
の
休
暇
制

度
の
改
正
等
を
1
月
1
日
実
施
と
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

10月 31日　総決起集会　（本庁北玄関前）

記
載
）、
市
職
労
は
当
局
と
の
意
見

交
換
、
小
交
渉
、
団
体
交
渉
（
３
，

０
８
０
人
の
署
名
提
出
）
を
行
い
、

要
求
実
現
に
向
け
て
た
た
か
い
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

要
求
回
答
や
、
給
与
大
綱
に
お
い

て
は
、
当
局
は
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
処

遇
改
善
や
、
係
員
の
再
任
用
給
与
表

の
１
級
お
ち
な
ど
、
私
た
ち
の
切
実

な
要
求
に
ゼ
ロ
回
答
で
し
た
。

　

つ
み
あ
げ
た
職
場
の
声

　

各
評
議
会
・
部
会
に
お
い
て
、
総

務
局
や
各
任
命
権
者
へ
の
要
請
行

動
、
総
決
起
集
会
、
区
長
や
所
属
長

要
請
、
職
場
オ
ル
グ
、
昼
休
み
昼
食

会
、
機
関
紙
の
発
行
な
ど
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
学
嘱
労
で
は
、
教
育
委
員

会
で
の
座
り
込
み
、
市
職
労
・
学
嘱

労
・
病
院
パ
ー
ト
労
組
で
総
務
局
座

り
込
み
行
動
を
行
い
、
要
求
前
進
を

求
め
ま
し
た
。

　

来
期
に
も
つ
な
が
る
前
進

　

そ
の
結
果
、
3
級
55
歳
以
上
の
期

末
手
当
に
係
わ
る
職
務
段
階
別
加
算

の
割
合
を
７
．
５
％
か
ら
８
％
、
退

職
時
に
行
政
職
２
等
級
又
は
医
療
技

術
職
２
等
級
で
あ
る
者
の
再
任
用
時

の
等
級
は
２
等
級
、
臨
時
職
員
の
賃

金
の
改
定
を
３
．
１
７
％
、
子
育
て

支
援
休
暇
を
孫
ま
で
拡
大
な
ど
改
善

さ
せ
た
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
行
動
が

実
を
結
ん
だ
結
果
と
い
え
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
課
題
に
全
力

　

し
か
し
、
職
務
段
階
別
加
算
の
改

善
、
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
職
員
の

改
善
、
非
正
規
職
員
と
正
規
職
員
の

休
暇
制
度
の
差
別
を
無
く
す
、
仕
事

量
に
応
じ
た
人
員
配
置
な
ど
引
き
続

き
課
題
は
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も

市
長
選
挙
、
国
政
選
挙
が
来
年
行
わ

れ
ま
す
。
政
治
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
国
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、

地
方
財
政
を
拡
充
し
、
全
体
の
奉
仕

者
と
し
て
安
心
し
て
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

11月 7日　退庁後要請行動（総務局）

11月13日 退庁後座り込み行動
（総務局前）



　

北
九
州
市
役
所
で
は
女
性
職
員
の
比
率
が
増
え
て
い
ま
す
。
以

前
は
ほ
と
ん
ど
が
男
性
職
員
で
占
め
ら
れ
て
い
た
職
場
で
も
女
性

が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
嘱
託
等
の
非
正
規
職
員

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多
く
が
女
性
で
す
。
当
局
も
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
や
女
性
の
活
躍
推
進
を
掲
げ
、
年
々
子
育
て
や

介
護
の
制
度
も
整
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
働
き
方
の
実

態
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

女
性
部
で
は
毎
年
「
い
き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
「
働
き
方
」
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
７
月
末
か
ら
８
月
に
か
け
て
約
４
０
０
０

枚
を
配
布
し
、
１
０
３
０
名
の
方
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

○
健
康
状
態
は
？　

ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
正
規
職
員
の
49
％
、

非
正
規
職
員
の
22
％
の
方
が
「
毎

日
疲
れ
を
感
じ
る
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
何
ら
か
の
疾
病
で
治
療

中
の
人
は
正
規
職
員
で
30
％
、
非

正
規
職
員
で
27
％
い
ま
し
た
。

○
時
間
外
勤
務
は
？　

正
規
の

58
％
、
非
正
規
の
23
％
の
方
が

行
っ
て
お
り
、
中
に
は
月
平
均
50

時
間
以
上
の
方
も
数
名
い
ま
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
・
持
ち
帰

り
残
業
に
つ
い
て
正
規
職
員
の

33
％
、非
正
規
職
員
の
７
％
が
「
あ

る
」
と
回
答
。「
短
時
間
だ
か
ら
」

「
申
請
し
に
く
い
雰
囲
気
」「
残
れ

な
い
か
ら
持
ち
帰
る
」
と
い
う
の

が
理
由
で
す
。
ま
た
、「
昼
休
み

が
き
ち
ん
と
と
れ
て
い
ま
す
か
」

の
問
い
に
、
正
規
職
員
の
37
％
、

非
正
規
職
員
の
14
％
の
方
が
「
た

ま
に
仕
事
が
く
い
こ
む
」、
正
規

職
員
の
13
％
非
正
規
職
員
の
10
％

の
方
が
「
食
事
後
は
仕
事
を
す
る

こ
と
が
多
い
」
と
答
え
て
い
ま

す
。「
食
事
の
途
中
で
何
度
も
席

を
立
っ
て
応
対
す
る
」
と
い
う
記

述
も
あ
り
ま
し
た
。

　

始
業
時
間
前
に
仕
事
を
す
る
か

の
問
い
に
は
「
た
ま
に
す
る
」
が

正
規
職
員
の
26
％
、
非
正
規
職
員

の
14
％
、「
ほ
ぼ
毎
日
す
る
」
が

正
規
職
員
の
22
％
、
非
正
規
職
員

の
６
％
も
あ
り
、
ほ
ぼ
時
間
外
手

当
の
つ
か
な
い
サ
ー
ビ
ス
残
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
年
休
は
？　

取
れ
な
い
と
の
記

述
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
昨

年
正
規
で
年
休
取
得
が
10
日
未
満

の
人
は
25
％
、
そ
の
う
ち
５
日
未

満
の
人
は
６
．
７
％
で
し
た
。
病

院
で
は
「
人
が
い
な
い
の
で
休
め

な
い
」「
勤
務
表
に
年
休
が
組
み

込
ま
れ
自
分
の
希
望
す
る
日
に
年

休
が
取
れ
な
い
」「
連
続
し
て
休

ん
で
み
た
い
」
と
悲
痛
な
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

○
職
場
の
状
況　
「
人
員
が
減
ら

さ
れ
、
時
間
外
削
減
を
と
言
わ
れ
、

丁
寧
な
仕
事
が
で
き
て
い
な
い
」

「
以
前
に
比
べ
、
明
ら
か
に
仕
事

の
質
は
落
ち
て
い
る
」「
職
場
に

詳
し
い
人
が
減
っ
た
」「
3
年
毎

の
異
動
で
は
技
術
の
継
承
が
で
き

な
い
」
等
、
職
場
力
の
低
下
を
憂

う
記
述
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
事

務
処
理
ミ
ス
を
心
配
し
た
り
、
市

役
所
と
い
う
組
織
が
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
の
か
漠
然
と
不
安
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
方
も
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
ノ
ー
残
業
マ
ン
ス

や
ノ
ー
残
業
デ
ー
、
一
斉
消
灯
等

残
業
削
減
の
取
組
み
が
行
な
わ
れ

て
お
り
、
各
局
区
で
は
業
務
の
見

直
し
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
や
県
か
ら
新
た
な

仕
事
が
降
り
て
業
務
量
が
増
え
た

職
場
も
多
く
、
も
う
限
界
に
き
て

い
ま
す
。

　
「
病
休
や
産
・
育
休
の
長
期
休

業
者
の
代
替
で
正
規
職
員
が
配
置

さ
れ
な
い
と
職
場
の
負
担
が
大
き

く
な
る
」「
職
場
に
人
員
が
足
り

て
い
な
い
と
子
育
て
を
支
え
る

方
も
大
変
」「
家
族
の
看
護
休
暇

や
介
護
休
暇
の
拡
大
は
欲
し
い
け

ど
、
新
し
い
休
暇
が
で
き
て
も
職

場
の
負
担
が
増
え
る
だ
け
」
等
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
人
員
不
足

は
深
刻
な
状
況
で
す
。
産
育
休
の

正
規
代
替
を
望
む
声
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
３
面
へ
つ
づ
く
】

総務局での要請行動

時間外勤務は？ （月平均） （％）

正　規 非正規
５時間未満 ２４ １３
５時間～10時間未満 １９ ８
10時間～30時間未満 １４ ４
30時間～50時間未満 ２ １
50時間以上 １ ０
無回答 ４０ ７４

昨年度取った年休は？ （％）

正　規 非正規
取っていない ０.３ ３
５日未満 ６.７ ４
５日～10未満 ２５ ２６
10日～20日未満 ２９ ３３
15日～20日未満 ２４ １３
20日以上 ７ ４
無回答 ８ １７

「
働
き
方
ア
ン
ケ
ー
ト
」

「
働
き
方
ア
ン
ケ
ー
ト
」結
果
よ
り

結
果
よ
り

女

性

部

2018



催
し
も
の
情
報

―
11
月
―

●
24
日
（
土
）
10
時
～
12
時
半

　
【
第
45
回　

北
九
州
消
費
者
大
会
】

　
　
北
九
州
市
立
大
学
（
北
方
）

　
　
基
調
講
演　

龍
山
康
朗
氏

　
　
　
　
　
（
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
）

●
30
日
（
金
）
18
時
半
～

　
【「
働
き
方
改
革
一
括
法
案
」

　

問
題
学
習
会
】

　
　

講　
　
師　

伊
藤
圭
一
氏

　
　

（
全
労
連
労
働
法
制
局
長
）

　
　
　
戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

―
12
月
―

●
９
日
（
日
）
10
時
～
17
時

　
【
19
福
岡
県
春
闘
討
論
集
会
】

　
　
　
　
　
第
三
博
多
偕
成
ビ
ル

●
19
日
（
水
）
18
時
～
19
時

　
【
平
和
ネ
ッ
ト
宣
伝
行
動
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉
駅

９条の会９条の会

　

10
月
28
日
（
日
）、
ウ
ェ
ル
と

ば
た
で
「
九
州
保
育
労
働
者
交
流

集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
保

育
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
村
山
祐
一

保
育
研
究
所
所
長
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
新
保
育
所
保
育
指
針
」
は
、

あ
く
ま
で
方
向
性
と
捉
え
、
保
育

の
目
標
に
し
て
は
い
け
な
い
。

　

現
状
の
問
題
点
と
し
て
、
国
が

「
待
機
児
童
解
消
策
」
と
し
て
税

金
を
投
入
し
た
「
企
業
型
保
育
」

で
は
、
解
決
し
て
い
な
い
事
。
来

年
度
か
ら
の
「
保
育
料
無
償
化
」

は
給
食
費
を
徴
収
。
保
育
料
は
税

額
に
よ
り
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、

給
食
費
負
担
で
低
額
保
育
料
世
帯

は
実
質
値
上
げ
。
国
の
補
助
金
な

し
の
公
立
保
育
所
は
、
自
治
体
に

膨
大
な
負
担
と
な
り
、
民
営
化
が

進
む
。
低
賃
金
で
厳
し
い
労
働
条

件
の
な
か
、
保
育
士
不
足
が
深
刻
。

　

保
育
界
か
ら
の
提
案
を
！

　

待
機
児
童
を
解
消
し
、
子
ど
も

の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
保
育
実
現
に
は
、

「
保
育
士
の
処
遇
改
善
抜
き
で
は

考
え
ら
れ
な
い
！
」「
こ
の
社
会

の
求
め
に
保
育
界
は
提
案
す
る
責

任
が
あ
る
！
」
と
話
さ
れ
、
働
き

方
改
革
に
つ
い
て
も
深
く
学
習
で

き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
福
岡
や
唐
津
の

保
育
士
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
も
進

み
ま
し
た
。

あなたの要求は？(％）

正　規 非正規
給料を上げてほしい ２６ ３７
残業をなくしてほしい ８ ２
人員を増やしてほしい ３３ １０
介護休暇の改善 ４ ６
家族看護休暇の新設 ４ ５
子の看護休暇の拡大 ６ ７
他の休暇制度の改善 ６ １０
その他・無回答 １３ ２１

○
あ
な
た
の
要
求
は
？　

正
規
職

員
で
は
「
給
料
を
あ
げ
て
ほ
し
い
（
26
％
）」
を
ぬ
き
、「
人
員
を
増

や
し
て
欲
し
い
（
33
％
）」
が
ト
ッ

プ
で
し
た
。
子
育
て
を
支
え
る

た
め
に
も
「
人
員
を
増
や
す
」

こ
と
が
必
要
で
す
。

○
非
正
規
職
員　

給
料
や
休
暇

制
度
な
ど
正
規
職
員
と
の
均
等

待
遇
を
求
め
る
声
や
、
雇
い
止

め
な
ど
の
任
用
制
度
に
関
す
る

要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、「
子
の
看
護
休
暇
を

正
規
と
同
様
に
し
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
が
何
人
い
て
も
有
休
は

３
日
だ
け
」「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
も
休
ま
な
い
人
が
い
た
。
病
休

は
必
要
だ
」「
夏
休
み
を
正
規
と

同
じ
に
し
て
ほ
し
い
」
等
の
記
述

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
様
々
な
意
見
や
要
望
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
女
性
部
で

は
こ
の
声
を
背
景
に
、
こ
の
秋
、

要
請
行
動
や
早
朝
宣
伝
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
秋
の
確
定
交
渉
の
後

に
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
交
渉
が
続
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

全
て
の
人
が
働
き
や
す
い
職
場
と

す
る
た
め
に
、
当
局
に
皆
さ
ん
の

声
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

村山祐一氏

鴎外橋イルミネーション

中央委員会
日 時　11月28日（水）
　　　18 時 15 分～
場 所　生涯学習総合センター

第３８７回

保
育
士
の
処
遇
改
善
を
！

保
育
士
の
処
遇
改
善
を
！

不
安
山
積
み

　

確
定
闘
争
で
忙
し
い
季
節
で
す

が
、
平
和
の
取
り
組
み
は
休
む
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
11
月
の
６

９
行
動
は
６
日
、
女
性
部
の
幹
事

会
前
に
鴎
外
橋
で
行
い
ま
し
た
◆

秋
の
日
暮
は
早
く
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
道
行
く
人
の
心
を
温
か

く
し
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。「
ず
っ

と
前
か
ら
署
名
し
た
か
っ
た
け
ど
、

今
日
は
薄
暗
く
て
人
目
も
気
に
な

ら
な
い
の
で
」
と
カ
ン
パ
ま
で
下

さ
っ
た
女
性
。「
自
分
は
被
爆
二

世
。
退
職
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

平
和
の
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
い
う
男
性
。
い
つ
も
よ

り
署
名
が
多
く
、
私
た
ち
の
心
も

温
か
く
な
り
ま
し
た
◆
12
月
は
各

地
区
の
女
性
団
体
と
共
同
で
、
太

平
洋
戦
争
開
戦
の
８
日
前
後
に
赤

紙
を
配
布
し
て
宣
伝
を
行
い
ま
す
。



　

昼
間
は
街
路
樹
が
、
つ
る
べ
落

と
し
の
夕
暮
れ
以
降
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
き
れ
い
な
季
節
で
す
。

今
月
は
北
九
州
国
際
音
楽
祭
に
２

回
行
き
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
演
奏

家
が
来
て
い
る
の
に
満
席
に
な
ら

な
い
わ
が
街
が
悲
し
い
…
…
勿
体

な
い
！
忙
中
閑
あ
り
‼

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

こ
こ
１
カ
月
、
映
画
館
に
通
い

つ
め
、
次
々
観
ま
し
た
。
さ
す
が

〇
〇
監
督
！
脚
本
う
ま
い
な
ぁ
、

心
象
も
映
す
映
像
だ
！
音
楽
抜
群
！

演
技
、
光
る
な
ぁetc

.etc
.

思
い

巡
ら
せ
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
ス
ク

リ
ー
ン
に
浸
る
幸
せ
な
時
間
。
ぜ

ひ
皆
様
も
月
１
回
映
画
館
へ
！

　

目
下
の
話
題
は
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・

ク
イ
ー
ン
の
ボ
ー
カ
ル
、
フ
レ
デ
ィ

・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の
伝
記
映
画

「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
ブ
ソ
デ
ィ
」

で
し
ょ
う
。
彼
の
真
実
と
彼
ら
の

音
楽
を
観
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

小
倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル
ド
で
は

「
秋
の
洋
画
特
集
」
を
開
催
中
。

16
日
か
ら
の
お
ス
ス
メ
は
奇
跡
の

実
話
「
ブ
レ
ス　

し
あ
わ
せ
の
呼

吸
」
で
す
。
他
に
も
サ
ス
ペ
ン
ス

あ
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
な
の
で
お
好

み
で
ど
う
ぞ
。
29
日
ま
で
。

　

で
、
今
月
の
イ
チ
オ
シ
は
、
イ

オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑
で
16
日
か
ら
公

開
の
「
判
決
、
ふ
た
つ
の
希
望
」
。

米
ア
カ
デ
ミ
ー
外
国
映
画
賞
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
初
の
レ
バ
ノ
ン

映
画
で
、
些
細
な
こ
と
が
国
家
的

裁
判
に
発
展
す
る
過
程
や
法
廷
シ

ー
ン
等
興
味
津
々
の
映
画
で
す
。

　

月
末
に
は
「M

erry christm
as

ロ
ン
ド
ン
に
奇
跡
を
起
こ
し
た
男
」

も
始
ま
り
、
歳
末
に
突
入
で
す
！

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
、
16
年
の
ア
メ
リ
カ
映

画
「
ド
リ
ー
ム
」。
ア
メ
リ
カ
と

ソ
連
の
熾
烈
な
宇
宙
開
発
競
争
時

代
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
を
支
え
た
黒
人
女

性
た
ち
が
い
た
！
そ
の
能
力
と
行

動
力
で
夢

＝
ド
リ
ー

ム
を
叶
え

た
３
人
の

女
性
を
活

写
し
た
実

話
が
ベ
ー
ス
の
感
動
作
で
す
。
元

気
を
も
ら
え
ま
す
！

18
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

９
日
（
月
）
19
時
小
倉
昭
和
館
１

　

11
月
９
日
、
10
日
に
第
30
回
全

国
自
治
体
軟
式
野
球
大
会
が
長
崎

市
に
て
行
わ
れ
、
北
九
市
職
労
は
、

九
州
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た

◆
初
戦
、
盛
岡
消
防
チ
ー
ム
と
対

戦
。
２
回
裏
、
先
制
点
を
許
し
ま

す
が
３
回
表
に
逆
転
。
４
対
３
で

勝
利
し
、
全
国
大
会
初
勝
利
と
な

り
ま
し
た
◆
２
回
戦
は
、
地
元
開

催
枠
の
長
崎
市
役
所
と
の
対
戦
。

九
州
予
選
決
勝
で
勝
利
し
た
相
手

で
す
が
、
昨
年
の
全
国
優
勝
チ
ー

ム
で
す
。
北
九
市
職
労
が
２
回
表

に
１
点
を
先
制
し
ま
し
た
が
、
４

回
に
２
点
を
入
れ
ら
れ
逆
転
。
そ

の
後
毎
回
得
点
を
追
加
。
対
す
る

北
九
市
職
労
は
６
回
に
１
点
を
返

す
も
、
２
対
６
で
惜
敗
し
ま
し
た

◆
選
手
、
応
援
、
皆
さ
ま
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

奈
良
時
代
に
建
替
え
ら
れ
た

「
社
埼
駅
」
の
駅
家
は
、
背
に
古

城
山
、
前
面
に
門
司
（
関
）
と
防

御
性
に
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。
敷
地

の
周
囲
に
は
瓦
葺
築
地
塀
が
築
か

れ
、
駅
舘
は
礎
石
の
上
に
赤
塗
の

柱
が
立
ち
瓦
葺
屋
根
と
白
壁
造
り

の
構
造
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

駅
家
は
一
般
の
人
は
利
用
出
来

ず
、
外
国
使
節
や
駅
使
（
中
央
か

ら
地
方
へ
の
使
者
、
地
方
か
ら
中

央
へ
の
使
者
）
な
ど
に
限
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

奈
良
の
都
か
ら
大
宰
府
へ
の
駅

使
の
場
合
は
、
山
陽
道
の
駅
家
ご

と
に
駅
馬
を
乗
り
換
え
、
山
陽

道
の
終
点
「
臨
門
駅
」（
下
関
市
）

に
到
着
し
た
後
、
長
門
関
か
ら
公

設
の
渡
船
で
関
門
海
峡
を
渡
り
、

門
司
で
下
船
し
て
「
社
埼
駅
」
で

用
意
さ
れ
た
駅
馬
に
乗
り
、
大
宰

府
路
の
次
の
駅「
到
津
駅
」（
小
倉
）

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

駅
使
に
は
、
駅
（
馬
）
の
利
用

許
可
や
関
の
通
行
許
可
を
示
す

「
駅
鈴
」
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

道
中
で
は
駅
鈴
を
駅
馬
に
取
り
付

け
て
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と
鳴
ら
せ
て

走
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
古
代
編

古
代
編  

④④

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

奈
良
時
代
に
は
、
唐
や
新
羅
な

ど
の
外
国
使
節
や
大
宰
帥
（
大
宰

府
長
官
）
な
ど
を
迎
え
た
「
杜
埼

駅
」
も
平
安
時
代
の
後
期
に
な
る

と
律
令
制
の
崩
壊
に
伴
い
、
駅
制

度
も
消
滅
そ
の
役
割
を
終
え
ま

す
。

　

門
司
の
駅
路
（
大
路
）
は
平
安

時
代
以
降
も
「
門
司
関
」
に
通
じ

る
重
要
道
路
で
あ
り
、
幅
員
を
縮

小
し
て
存
続
さ
れ
、
江
戸
時
代
に

は
「
門
司
往
還
」
と
し
て
ま
た
大

里
か
ら
新
町
の
間
が
「
参
勤
交
代
」

の
道
路
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
千

年
以
上
門
司
の
幹
線
道
路
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

大
里
か
ら
新
町
間
の
参
勤
交
代

道
路
は
現
在
で
も
道
路
と
し
て
供

用
さ
れ
歴
史
の
道
に
（
つ
づ
く
） 旧サッポロビール本事務所前が駅路跡

ホームへＧｏ！

全
国
大
会

全
国
大
会　　

勝
利
勝
利

初初


